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やっときょうかいにいくことができるようになりましたね。みなさまおげんきでしたか、

これからはごミサであいましょう。 

 

「そのとき」イエスがたびにでようとされると、あるひとがはしりよって、ひざまずいて

たずねた「よいせんせい、えいえんのいのちをうけつぐには、なにをすればよいでしょう

か。」イエスはいわれた。「なぜ、わたしを『よい』というのか。かみおひとりのほかに、

よいものはだれもいない。「ころすな、かんいんするな、ぬすむな、ぎしょうするな、うば

いとるな、ふぼをうやまえ」というおきてをあなたはしっているはずだ。」するとかれは、

「せんせい、そういうことはみな、こどものときからまもってきました」といった。イエ

スはかれをみつめ、いつくしんでいわれた。「あなたにかけているものが一つある。いって

もっているものをうりはらい、まずしいひとびとにほどこしなさい。そうすれば、てんに

とみをつむことになる。それから、わたしにしたがいなさい。」そのひとはこのことばにき

をおとし、かなしみながらたちさった。たくさんのざいさんをもっていたからである。 

≪23～27≫はぶきます。 

このはなしは、かねもちのせいねんのはなしです。かれはおかねでてんごくがかえないこ

とをわかっていましたが、まいにちのせいかつのなかで、まんぞくしていなかったようで

した。わたしたちにんげんはだれもがしあわせのなりたいとねがっています。 

おかねがたくさんあればしあわせになる、 

ともだちがたくさんいればしあわせになる、 

ゲームをたくさんもてばしあわせになるとか、おもう 

うかもしりませんね。しかしまんぞくできない 

からたりないものをいつもさがしているのです。 

それぞれのひとによってちがいますが、まいにち 

せいかつしていくことによってかわってくるかも 

しりません。 

きょうのふくいんのせいねんもなにかさがしていたようですね。イエスさまのへんじは、

かれにとってたいへんなこたえだった。「あなたにかけているものが一つ、もっているもの

をうりはらって、まずしいひとにほどこしなさい。そうすればてんにとみをつむことにな

る。」 

イエスさまはわたしたちにもおなじようにこえをかけてくださっています。ぼく、わたし

にイエスさまはなにをいいたいのでしょうか、「まわりのひとのことをだいじにしてね、こ

まっているひとをたすけてね、おもいやるこころをわすれていませんか、 



 

おもいやるこころをわすれてしまって、かみさまもわすれることがよくあります。しかし、

こんなこころのもちかたであっても、イエスさまはおこりませんよね、はんたいにせいね

んとおなじように、やさしいめで、わたしたちをおおきなあいで、つつんでくださる。 

きょうのふくいんでたいせつなことは、じぶんがかけていることにきづくこと、できごと

のなかにイエスさまのあいをさがしつづけること、ひととのであいのなかでほんとうのし

あわせになることをイエスさまがおしえてくださっているとおもいます。 

イエスさまはいつもわたしたちとともにいることをわすれないでね。 

 

ぬりえ 

 

せんせい、えいえんのいのちをうけつぐには、 

なにをすればよいでしょうか 


